
  

今回は環境活動の中でつながらせて頂きましたエコ学区サポートセンターの谷内口センター長様に京都市の地域ぐるみで更なる環境意識の高揚と環境活動の実践が図られるよう活動されている内容についてご紹介いただきました。「「「「学区（元学区）学区（元学区）学区（元学区）学区（元学区）」」」」とは…とは…とは…とは…    明治 2 年，明治維新の東京遷都による危機の中，京都の町衆は，「まちづくりは人づくりから」と竈（かまど）のある家はすべて「竈金（かまどきん）」と呼ばれるお金を出し合い，日本最初の 64 の地域制小学校（番組小学校）を創設・運営しました。番組小学校は、明治期から戦中まで小学校運営・行政機能の一部を担っていました。現在もその歴史を受け継ぎ、学校を中心とした地域コミュニティ「学区（元学区）」と呼ばれる地域単位で、様々な地域活動が行われています。 「「「「エコ学区エコ学区エコ学区エコ学区」」」」とは…とは…とは…とは…    京都市では，地域ぐるみでエコ活動を実施していただくことにより，環境にやさしいライフスタイルへの転換や温室効果ガスの削減，地域力の向上を目指して，「エコ学区」事業を実施しています。市内全 222 学区において，エコ活動が行われるよう様々な支援をしています。25 年度は 163 学区（3 月末時点）が「エコ学区」として宣言していただきました。 「学区」全体でエコに取り組むと「学区」全体でエコに取り組むと「学区」全体でエコに取り組むと「学区」全体でエコに取り組むと…………    ・地域活動の幅が広がり、地域のつながりが強まります。 ・地域活動をされていなかった方の参加のきっかけになります。 ・多くの人で取り組むことにより、効果が大きく現れます。 ・次世代によりよい環境のまちを引き継げます。 「エコ学区」とコラボしませんか？「エコ学区」とコラボしませんか？「エコ学区」とコラボしませんか？「エコ学区」とコラボしませんか？    地域ぐるみのエコ活動が広がっていく中、教育機関・NPO・企業などとの協働が生まれると、さらに多様なエコ活動の可能性が高まります。京都市内の地域で CSR を実施したいけど、どうやって地域とつながったらいいかわからない！という企業のみなさま、一度ご相談ください。お問い合わせは、エコ学区サポートセンターまでお気軽にどうぞ。 
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